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海外超富裕層向けヘリコプターツアーを地方につくる(Part4)

世界を代表する航空機メーカーに航空業界について学ぶ

海外超富裕層向けヘリコプターツアーを地方につくる(Part4)

2025年秋期 明治大学リバティアカデミー

世界を代表する航空機メーカーに航空業界について学ぶ

本企画は、一般財団法人国際災害対策支援機構と自治体の包括連携協定を基に、自治体場外(ヘリ離発
着場)を活用した「観光と防災」の取り組みの一環として、協定先自治体の「空の交通網」を活用して
います。

自治体との「空の交通網」を活用し、その一環として、明治大学リバティアカデミーにて観光と災害対

策支援の両面を持った事業創造のポイント講座を開設いたしました。

2025年秋期 明治大学リバティアカデミー

災害対策は時代にあった方法を取り入れていくことが必要です。



本講座の学びから得た知識や経験を、災害対策に役立ててもらうと共に、きれいごとではない「利他の

精神」をもって、全国規模の防災連携体制を展開する取り組みとして拡がっていくことを切望しており

ます。

講座主旨

講座趣旨:ヘリコプターツアーを 2 次交通手段として地方につくるなかで、環境に優しい航空宇宙産業と
持続可能な世界を実現するためには、イノベーションは必要不可欠な要素です。世界を代表する航空機
メーカーの取り組みを事例に航空業界についてお話します。

「基本理論と実践」

「日本でヘリコプターを活用する」には仕組みがあります。そのコツを知ることで、どう関わったら良
いのか。その仕組みと働き、活かすコツを「エアバス・ジャパン株式会社」をゲストに迎え、基本理論

と実践ポイントをお伝えします。

https://www.youtube.com/watch?v=VBaIzsHwEGg

https://www.youtube.com/watch?v=VBaIzsHwEGg


上記画像から動画に移行しない場合は、こちら

※YouTubeへ移行します。

※本動画は、担当講師が講座の魅力やねらいなどを数分でまとめたものです。お申込みの参考にしてく

ださい。

（ストリーミング動画です。通信費は視聴者負担となります。）

講義内容

受講をお勧めする方

◆地方創生事業に関心のある人

◆富裕層向け観光事業に関心のある人

◆災害時と日常のヘリコプターのつかい方を学びたい人

講師陣紹介

阪井和男（サカイ カズオ）：講座代表者　明治大学名誉教授

松尾 悦子（マツオ エツコ）：一般財団法人国際災害対策支援機構 代表理事

https://youtu.be/VBaIzsHwEGg?feature=shared


阪井 和男：明治大学名誉教授 松尾 悦子：一般財団法人国際災害対策支援機構 代表
理事

関口 勝則（セキグチ カツノリ）：エアバス・ヘリコプターズ・ジャパン株式会社　顧問【2026年1月2
0日、2026年2月10日ゲスト】
中澤 一郎（ナカザワ イチロウ）：エアバス・ヘリコプターズ・ジャパン株式会社　営業本部　営業部
長【2026年1月27日、2026年2月3日ゲスト】

関口 勝則：エアバス・ヘリコプターズ・ジャパン株
式会社顧問

中澤 一郎：エアバス・ヘリコプターズ・ジャパン株
式会社営業本部営業部長

各位のプロフィールはこちら

https://academy.meiji.jp/course/detail/7761

講座概要

【詳細はこちら】https://academy.meiji.jp/course/detail/7761

https://academy.meiji.jp/course/detail/7761
https://academy.meiji.jp/course/detail/7761
https://academy.meiji.jp/course/detail/7761
https://academy.meiji.jp/course/detail/7761


※料金はすべて税込み価格

※受講に係る通信費用は受講生の自己負担となります。

※本講座は、対面型(本学キャンパス教室)とリアルタイム配信型(Zoom)の、ハイブリッド形式となりま
す。講座運営の都合上、講座5日前を目途に、①対面参加、②オンライン参加、の何れかを登録いただ
きます。

なお、ご都合により、登録後の参加形式変更も可能ですが、その場合には必ずリバティアカデミー事務

局まで、ご連絡ください。

■ 対面、オンラインどちらの参加形式でも、受講料は変わりません。
■会場: 駿河台キャンパス アカデミーコモン11階教室アクセスマップ
■受講に際し、必ず受講規約をご確認ください。

※本講座は見逃し配信付きとなります。

見逃し配信視聴方法(収録動画のストリーミング配信)
各回実施日の翌々日(日・祝日を除く)21時までに「マイページメニュー」の「オンライン講座アクセ
ス」に公開します。

視聴期限は、最終回の収録動画を公開してから2週間後です。期間中は何度でも視聴できます。
見逃し配信に関する詳細及び注意事項は、オンライン講座ご受講にあたってをご確認ください。

https://www.meiji.ac.jp/koho/campus_guide/suruga/campus.html
https://academy.meiji.jp/about/kiyaku
https://academy.meiji.jp/about/online


対面、オンラインどちらの参加形式でも、見逃し配信は視聴できます。

■ハイブリッド講座の受講方法の詳細は、「ハイブリッド型講座 ご受講の皆様へ」をご確認くださ
い。

【詳細はこちら】https://academy.meiji.jp/course/detail/7761

一般財団法人国際災害対策支援機構　今後の展開について

一般財団法人国際災害対策支援機構（https://www.unglobal.org/）は、2025年も引き続き「空からの
支援」と「地域に根ざした防災文化の醸成」を軸に、災害対策と観光、防災教育の融合を推進してまい

ります。

2024年に発災した能登半島地震では、当機構が構築してきた「空の交通網」を活用し、孤立地域への
物資搬送や要介護者の搬送を実施。自治体や民間企業との連携による迅速な支援体制が高く評価されま

した。これらの実績を踏まえ、2025年は以下の取り組みを重点的に展開いたします。
当機構が事務局を務める航空防災協議会では、災害時におけるヘリコプターによる物資搬送や観光客を

含む避難者の移送など、空路を活用した支援体制の標準化と即応性の向上を目指し、平時からの準備体

制の構築に取り組んでいます。

航空防災協議会・自治体・当機構の三者による連携体制を強化し、各地域の地理的特性や既存インフラ

を活かした空路支援の拠点整備を進めています。平時からの訓練や情報共有を通じて、災害時における
迅速かつ柔軟な対応を可能にするネットワークの構築を図り、空からの支援を単なる手段にとどめず、
地域文化として根付かせることを目指しています。

また、当機構では、神社・寺院を地域の防災拠点として再定義する「寺社活用文化向上支援事業」を継
続。災害時の避難所機能に加え、平時には観光や文化体験の場として活用することで、地域経済の活性

化と防災意識の向上を両立させる取り組みを進めています。

当機構は今後も、社会課題解決を目指し、自治体・企業・大学・地域住民との連携を深めながら、持続

可能でレジリエントな地域社会の実現に貢献してまいります。

https://www.meiji.ac.jp/social/mkmht0000012n6o8-att/a1709016496624.pdf
https://academy.meiji.jp/course/detail/7761
https://academy.meiji.jp/course/detail/7761
https://www.unglobal.org/


観光事業 災害対応

「一般財団法人国際災害対策支援機構」について

◆一般財団法人国際災害対策支援機構　　公式Webサイト　https://www.unglobal.org/

災害対策立案から組織運営に係る知識の啓蒙や普及を行い、災害対策に関わる知恵の共有を図っていま

す。

【 取材・お問合せ先】

一般財団法人国際災害対策支援機構　事務局

MAIL：document@unglobal.org

※お問合せはメディア名・ご担当者様名・連絡先・取材概要をご記入の上、メールにてお願いいたしま

す。

当プレスリリースURL

https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000008.000104656.html

一般財団法人国際災害対策支援機構のプレスリリース⼀覧
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